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現代は、地球温暖化など気候変動への適応策の構築が現実の課題となっている。沿

岸域は①陸−海相互作⽤系が発現する場であり、②そのゾーンは、潮間帯・浅海域・
海岸低地など異質な⾃然が併存する場でもある。③⼈間の⽣存の観点では場との安定
性の保証が求められる。さらに④気候変動の影響が多様かつ激しく働くことが懸念さ
れる。マングローブ林とその⼟地は、海の森林⽣態系として、その資源性と⼟地条件
が注⽬され、エビの養殖池造成に象徴される環境破壊・経済活動・都市化など広範な
⼈為作⽤の対象となった。⼀⽅で 2004 年インド洋⼤津波などでは津波⼒の減衰に⼀
定の効果を果たしたとされる。気候変動への適応、REDD プラスなどの新しいコンセ
プトの提案においても、マングローブ林域は注⽬され、森林が持つ防災・減災機能の
ように新たな利活⽤の政策対象となっている。マングローブ林から⾔えば「⼈間とは
随分と⾃⼰合理化して我々を扱う⽣物だ。」と思うかもしれない。 

さて、センシング技術の⾶躍的な発展は、マングローブ⽣態系をフィールド科学の
対象として調査研究し、深い泥濘に悩まされ精緻なデータを得ることに多くの労⼒を
割いてきた者にとっては、時代を画する機会と感じる。センシングの精度、3Dデジタ
ル化、ツールの低廉化、オープンソース化などは思いもよらぬ展開を⾒せる。この進
歩は、⼤きく⾒て⼆つの点で新展開をもたらす可能性があるのではないか。第⼀に、
森林と樹⽊の観察精度が⾰新的に充実することである。⾼性能機器を個⼈で任意に扱
いデータ化・処理できることで、これまで多くの⼈が隔靴掻痒の思いを抱いていた
「実際」の可視化・定量化・理解の共通化に道を開く。第⼆に、⽣態系の⾻格である
森林・地形・樹⽊のデジタル⾼精度データが取得されることで、森林・樹⽊の成⻑・
衰退、破壊限界、⼟地・⽔・堆積物に関する「⼒学的なメカニズムの解析」が進むと
思われる。  

我々のセンスでは「暗黙知を形式知に変える」時が来たと思わしめる。センシング
技術は観察・計測するという基盤的な技術であり、これを上⼿く利活⽤することで、
例えば「森林・堆積物など組成の定量化」「森林の⽴地・分布変動の評価」「グリーン
とグレイインフラのベストマッチングシナリヲの構築」などに適⽤され、その上で防
災・減災技術の開発と適⽤に説得⼒のある成果をもたらすことが期待される。 
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